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ギ ル ギ ッ ト 写 本 断 簡

Saddharmapundarika-s皦ra研 究 報 告

並 川 孝 儀

1979年,本 学 にお い て カ シ ュ ミール の仏 教 事情 を調 査 す る為,カ シ ュ ミール 仏教 学 術 調査 隊

が結 成 され,同 年6・7月 に ジ ャ ソ ム ・カ シsミ ー ル 州 の州 都 ス リナ ガ ール を拠 点 とした 総 合

的 な調 査 ・研 究 が行 なわ れ た(調 査 に関す る概要は 「カシュ ミール仏教 調査報告(1)」 仏教大学研 究紀

要64号pp。26-72を 参照 され たい)。 ス リナ ガ ー ル で は主 と して残 存 し てい る仏教 に関 係 す る写 本

の蒐 集 に そ の重 点 が 置 か れ,調 査 は カ シ ュ ミー ル大 学,州 立 古 文 書 局(theStateArchives),

博 物 館(SirPratapSinghMuseum)を 中 心 と して遂 行 され た。 本 報 告 論 文 は写 真撮 影 し持 ち

帰 った 多数 の写 本 の 中,博 物 館 よ り蒐 集 した諸 写 本 中 の一 っ にっ い て紹 介 す る もの で あ る。

1

SirPratapSingh博 物館は多数の未公開の写本を所蔵するが,そ の中には数種類のほぼ完全

な写本の他に断簡 も数多 く含まれている。数簡にっいてのみ言えば,そ の所蔵枚数は大小を含

めて約200枚 程度である。比較的大 きい写本は1枚 に,小 さい写本は複数枚を1枚 に各k写 真

撮影 し,写 本の表裏を含めて合計212枚 の写真 として将来した。これらを整理 ・調査 した結果,

この中写真枚数にして100枚(50葉)が 法華経Saddharmapu阜4arika・s皦raの ギルギット写本

であることが判明した。

SirPratapSingh博 物館所蔵のこの写本断簡の保存状態は少なくとも当時の段階では極めて

悪 く,紙 箱に雑然 として保存されてお り,整 理は勿論のこと,博 物館の職員の証言からこの写

本が何であるのか とい うことも不明のまま保持されていた。本学ではこれ らの写本断簡を整理

する際,写 真撮影の順番,即 ち保存されている順番に仮番号F-1～F-100を 付したが,今 ここ

で博物館での保存状態を示す例 として,整 理 し復元を試みた結果に基づきその順序を次頁に列

挙する。

これ らの写本はbirchbarkよ り成 り,8行(一 部6,7行)で 構成された写本である。 どれ1

枚として完全な写本はなく,各kそ の約1/3程 度乃至はそれ以下に分断されたと推定 しうる写

本である。中には上下,左右の端が破損 しているもの,或いは文字が摩滅して解読不可能な箇所

も多k見 られる。上下が破損している多 くも,す べて同一の8行 写本 と見做しても問題はない。

これ らの断簡は各k法 華経のどの部分に対応するのかは,既 刊されているインド国立古文書
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※ ここに示す順序 は本来 あるべ き順序で,数 字は仮 番号,上 は写本の表,下 は写本 の裏,右 は写本 の右

側,左 は写本 の左側,liは 写本 の中間部分の欠損を各h意 味す る。
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局(NationalArchivesofIndia,NewDelhi)所 蔵serialNo.45の8行 写 本 を主 と した対 照 に

よ って,又 このNo.45写 本 の欠 損 部 分 との対 応 は 校 訂 本,ケ ル ン ・南 条本(Saddharmapunda-

rika,editedbyH.KernandB.Nanjio,BibliothecaBuddhicaX)と の対 照 に よ って決 定 され,

これ ら雑 然 とした 断 簡 の復 元 化 が行 なわ れ た。 これ らは第3章 譬 喩 品(Aupamya-parivartah)

の後 半 部 よ り第7章 化 城 喩 品(P皞vayoga・parivartah)の 中 間部 に亘 る連 続 した 断 簡 で あ る こ

とが 判 明 した。 連 続 してい る とい う こ とは,こ れ らの写 本 が 同一 の も ので,こ れ らの 中,上 下

が 欠 損 した6,7行 の断 簡 もす べ て 元 来8行 写 本 で あ る こ とを 明示 してい る。

これ らは 断簡 の理 由 で各kの 写 本 の表 の 左 端 に記 され て い る写 本 番 号 は大 半 が 破 損 して い る

為,各kす べ て の写 本 番 号 は知 る こ とが で きな い。 しか し,7枚 の写 本 にだ け そ の数 字 が,そ

して3枚 の写 本 に は1桁 の数 字 だ け が 認 め られ る。 即 ち,〔5〕5,56,〔5〕7,〔5〕8,59,60,

61,62,63,64と で あ る。 これ らの断 簡 が す べ て 連 続 して い る とい う こ とに基 づ い て他 の写 本

番 号 を推 定 す る こ とは容 易 で あ る。 そ れ らを列 挙 す る と以下 の如 くで あ る。

※()は 推定 した番号を,Aは 写 本の表,Bは 裏,Lは 写本 の左側,Rは 右側 を意味す る。

〔45〕A・B,〔46〕A・B,〔47〕A・B,〔48〕A・B,〔49〕A・B,〔50〕A・B,〔51〕A・B,

〔52〕A・B,〔53〕A・B,〔54〕A・B,〔5〕5AL・R:BL・R,56AL・R:BL・R,〔5〕7AL・

R:BL・R,〔5〕8AL・R:BL・R,59AL・R:BL・R,60AL。R:BL・R,61AL・R:

BL・R,62AL・R:BL・R,63AL・R:BL・R,64AL・R:BL・R,(65)AL・R:BL・

R:BL・R,(66)AL・R:BL・R,(67)AL・R:BL・R,(68)AL・R:BL・R,(69)AL・
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R:BL・R,〔70〕AL・R:BL・R,〔71〕AL・R:BL・R,〔72〕AL・R:BL・R,〔73〕AL・

R:BL・R,〔74〕AL・R:BL・R

写 本 の左 ・右 とい うこ とは写 本 の状 態 で判 断 し う るが,そ うで ない場 合,即 ち写 本 の 端 の 一

部 が 欠 損 して い る場 合 も,読 解 で き る右 側 の最 後 の文 字 が 次 の行 の左 側 の 最 初 に ほ ぼ連 続 して

い る こ とか ら も判 断 じ うる。 これ らの写 本 断簡 ば全 部 で50葉 を数 えた が,本 来1枚 の写 本 の 左

右 両 側 の断 簡 を含 ん で い た為,実 際 は30葉 か ら成 る写 本 で あ る こ とが 判 明 じた。 そ の 中,〔5〕5

か ら 〔74〕ま で の20葉 は中 間 部 分 の欠 損 した/T.両 側 のみ の写 本 で あ るが ・ 〔45〕,か ら 〔54〕

まで の10葉 は写 本 の どの部 分 の断 簡 で あ るの か にっ い て ほ写 本 の状 態 や そ の 他 の方 法 に よ って

も決 定 す る こ とは困 難 で あ る。 これ らの写 本 は以 上 の点 よ り考 察 す る と,三 ツ折 に され て 各k

が 分 断 され,そ の一 部 が 残 存 した も の と推 定 で きる。

こ こで,写 本 番 号 も判 明 した これ らの写 本 は他 の写 本 と如 何 な る対 応 関 係 に あ る の か を考 察

しな け れ ば な らない が。.特 に 以下 で示 す 同 じギル ギ.」 卜写 本 のそ れ も8行 写 本 と比 較 す る こ と

が先 ず必 要 な こ とで あ る。

SerialNo.45,NationalArchivesofIndia,"GILGITBUDDHISTMANUSCRIPTS

PART9.10(2813-3052)"reproducedbyProf.R.VIRAandL.Chandra,1974

比 較 表 は以 下 の如 くで あ る。 尚,こ の写 本 は縁 が 欠 損 して い る場 合 も多 く,厳 密 な意 味 で は

行 数 に関 してそ の対 応 に 問題 は残 るが,こ こで は 一 応 解 読 し う る文 字 か ら対 応 さす こ と とす る。

又,1行 目或 い は1・2行 目 の上 部 が欠 損 して い る場 合 は そ の次 行 よ り対 応 させ る。

〔45〕A

〔45〕B

〔46〕A

〔46〕B

〔47〕A

〔47〕B

〔48〕A

,・.

(49)A
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〔53〕A

3-

1-

3-

1-

1-

1-

2-

1-

2-

1-

2-

1-

2-

1-

1-

1-

2一

No.45

2864(36b)3-

2864(36b)8一

欠

欠

2865(38a)6-

2866(38b)4-

2867(39a)5-

2$68(39b)4-

2869(40a)5-

2870(40b)3-

2871(41a)3-

2872(41b)2-

2873(42a)2-

2873(42a)8-

2874(42b)7-

2875(43a)7-

2876(43b)7一

60A
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61A

.C

62A

62B

63A

63B

64A

64B

〔65〕A

〔65〕B
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〔68〕A
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1-

1-

1-

1-

1-

1-

1-

1-

1-

1-

1-

1-

1-

1-

1-

1一

No.45
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2888(49b)7-

2889(50a)6-

2890(50b)5-

2891(51a)4-

2892(51b)3-

2893(52a)3-

2894(52b)2-

2895(53a)1-

2896(53b)1-

2897(54a)1-

2897(54a)8-

2898(54b)7-

2899(55a)7-

2900(55b)4-

2901(56a)2-

2902(56a)1-

2902(56b)8一
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〔53〕B1-

〔54〕A2-

〔54〕B1-

〔5〕5A1-

〔5〕5B1-

56A1-

56B1-

〔5〕7A1-

〔5〕7B1-

〔5〕8A1-

〔5〕8B1-

59A1-

59B1一

2877(44a)4-

2878(44b)4-

2879(45a)2-

2880(45b)1-

2884(45b)7-

2881(46a)7-

2882(46b)5-

2883(47a)5-

2884(47b)3-

2885(48a)2-

2886(48b)1-

2886(48b)8-

2887(49a)7-(;?)

〔68〕B1-

〔69〕A1-

(69)B1-

(70)A1-

〔70〕B1-

(71)A1-

〔71〕B1-

〔72〕A1-

〔72〕B1-

(73)A1-

(73)B1-

(74)A1-

(74)B1一

2903(57a)8-

2904(57b)7-

2905(58a)6-

2906(58b)6-

2907(59a)5-

2908(59b)5-

2909(60a)4-

2910(60b)4-

2911(61a)4-

2912(61b)3-

2913(62a)3-

2914(62b)3-

2915(63a)3一

この対 照 表 を見 て判 る よ うに,こ れ ら の写 本 の 番 号 はNo.45の そ れ と比 較 し て み る と,

〔45〕Aが36bに 対 応 す るが如 くに約10枚 近 くの差 異 が 認 め られ る。 この こ'とは これ らの写 本

がNo.45に 比 べ て写 本 自体 が 少 さい の か,或 い は1枚 の写 本 に記 述 され て い る文 字 の量 が 少 な

い こ とを想 像 させ る。 しか し,そ うで あ る な らば 記 述 が 進 む にっ れ て そ の差 は も っ と拡 大 しな

けれ ば な らな い の に 〔74〕Bが63aと 対 応 してい るが 如 くに そ の差 は約11枚 と,30葉 の 間 で1

枚 少 しの変 化 が 見 られ るに 過 ぎな い。 この こ とは一 体 何 を意 味 し てい るの で あ ろ うか 。 これ ら

以 外 の写 本 が現 存 し てい ない 今,推 定 の 域 を出 な い が,そ れ は多 分 第1章 か ら第3章 まで の 間

一 序 品
,方 便 品,譬 喩 品 一 で両 者 の写 本 に 相 当 の相 違,即 ち これ らの写 本 はNo・45の それ に

比 較 して相 当 の増 嵩 が あ る ので は ない か とい う こ とを意 味 してい る のか も知 れ な い。

こ こで,No.45の8行 写 本 と比較 して そ の記 述 内容 の相 違 にっ い て 眺 めて み る。 両 者 に は多

数 のvariantsが 見 られ るが,そ の 詳 細 に 関 して は別 の機 会 に譲 る として,こ こで は相 当相 違

が 認 め られ る例 を若 干 紹 介 す るに 止 め る。

〔例1〕

59B・1

tamvisamamhin龝tividvesat穩竏� 〔中間 部 欠 〕nakacividyate/santarpay穃iimu

sarvalokammegho

SerialNo.45:2887(49a)7-2888(49b)1

‐etaxnvisamamhin龝tinoc穡idvesonacar稟uvidyate/anunlyat穃ahya

nak稍idasti//premamcadosamcanamekahimcitsamaxncadharmampravad穃i

dehin穃/yathaikasattvasyatath稻agasyaananyakarm穡ravad穃idharmam//(49b)

gacchantutisthantunisidam穗onisannu'sayy龝anam穩uhitv稾il龝it穃ahyanak稍i

vidyatesamtarpay穃iimusarvalokam//megho

59Bは 各 行 ほ ぼ 同 じ量 で中 間 部 分 の欠 損 が み られ る。No.45と 比 較 して2行 目以下 の欠 損 し
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て い る 中 間 部 分 のaksarasは 約20前 後 と一 定 し て お り,当 然 の こ と1行 目 も そ の 限 度 内 の 文 字

量 で な け れ ば な ら な い 。 しか し,比 較 し て 判 る よ う に そ の 量 は 限 度 を 遙 か に 越 え て お り,そ れ

は 誤 字,脱 字 とい う可 能 性 も十 分 あ り う る が,少 な く と もNo.45と は 全 く異 な っ た 記 述 内 容

を も っ た と考 え られ る 中 間 部 分 で あ る こ と を 明 示 す る 例 で あ る。

〔例2〕

〔71〕A・3-5

3.pravar§anti/y炯atparinirv穗ak稷asamayastasyabhagava-〔 中 間 部 欠 〕putr稘ivy�

devadundubhirabhiprav稘ay穃龝uh

4.syabhagavatobodhimandavar稟ragatasyasatk穩arthama-〔 中 間 部 欠 〕uttaritani

divy穗it�y穗isatatasamitalhpra。

5.day穃龝uhy穽attasyabhagavatomah穡arinirv穗a〔 中 間 部 欠 〕一穃atyayenasa

bhagav穗mah稈hijn稻n穗稈hibhu-

SerialNo.45:2980(59b)7-8

pravarsanti/y穽atparinirv穗ak稷asamayastasyabhagavatamabhyavakiranti/

caturmah穩稻ak窕ik�'scadevaputr濺ivy稘evadundubhirabhiprav稘ay穃龝uhy穽at

tasyabhagavatahparinirv穗ak稷asamay穰//athakhalubhiksavoda's穗穃antaraka-

lp穗穃atyayenasabhagav穗mah稈hijn稻n穗稈hibhus

両 者 を 比 較 す る と,〔71〕A・4の 部 分 がNo.45に は 見 られ な い こ とが 判 る 。 こ れ は 脱 落 の 可

能 性 も十 分 考 え ら れ う る が,こ の 写 本 の もっ 特 徴 を 示 す1例 と云 え る 。

法 華 経 のギ ル ギ ッ ト写 本 は,1931年 に カ シ ュ ミール のギ ル ギ ッ ト北 方約20kmに 位 置 す る仏

塔 址 で 発 見 され,1933年 ス リナ ガ ール に 移管 され た後,散 佚 して しま う こ とに な るが(そ の詳

細 は渡 辺照宏 「幻 の写本 ・法華経 ギルギ ッ ト本一法 華経 原典最古の写本一」大法輪41巻pp.94-101参 照),

そ の多 くは現 在 イ ン ド国 立 古 文 書 局 に集 め られ 保 管 さ れ一て い る。 ス リナ ガ ール 在SirPratap

Singh博 物 館所 蔵 の この法 華 経 ギル ギ ッ ト写 本 断簡 は1933年 ス リナ ガ ール に移 され た 時,・散佚

した ギル ギ ッ ト諸写 本 の一 部 が今 日に伝 え られ た もの で あ る と考 え られ る。 ギ ル ギ ッ トで 出土

した法 華経 の8行 写 本 は 現 在SerialNo.45の1種 のみ を伝 え てい るが,こ の写 本 断 簡 の 発 見

に よ って新 た に8行 写 本 の異 本 の存 在 が 明 らか に な った。 この新 しい 写 本 はNo.45等 との比

較 に よ って判 る よ うに,多 数 のvariantsを 含 ん でい る こ とで もあ り,又,韻 律 上 か ら も判 断

し うる よ うに,よ り質 の高 い写 本 であ る と見 受 け られ,今 後 の法 華 経 の研 究 に寄 与 す る ところ

大 な る もの が あ る と言 わ な けれ ば な ら ない。

2

〔45〕A-〔74〕Bす べ て の写 本 は 別 の機 会 に紹 介す る と して,こ こで は2例 の断 簡 を示 す に
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止 め る 。 そ の1例 はserialNo.45に 欠 落 し て い る37a・bに 該 当 す る 〔46〕A・Bと 欠 落 部 分 の

多 い38a・bに 該 当 す る 〔47〕A・Bを,他 の1例 は 中 間 部 の 欠 損 し た 左 右 両 側 の み を 残 す 写 本 の

状 態 を 紹 介 す る 為 に 〔70〕Aを 選 び 以 下 に 示 す 。 尚,こ の 写 本 の 状 況 を 明 示 す る 為,各kそ の

下 段 にserialNo.45を 記 述 し,対 応 す る箇 所 に 下 線 を 施 し た 。

〔凡 例 〕

〃 両 端 の 破 損 箇 所

〔 〕 摩 滅 し 読 解 不 可 能 な 箇 所

… 写 本 中 の破 損 箇 所

○ 紐 穴 の 箇 所

〔例1〕

〔46〕A'.

1-2欠

3.///ntibh禔E ・・・・・・・・…satadandat稘i///

4.〃1穽ibhatsak稾穗aka… …ca/utpi4itagr穃aku〃

5.///tYn瀘samayojan瀟瀘/dirgh炙mabh炯濾ibhavantipr瀟inojad///

6.///ibhihsud穩un穰eanubhontivedan穃kspis�ramidamevar皂am//puru///

7.///sraddadhant稱mus�rumahyam//apratyan3yascabhavati1(o)kep�///

8.〃ddhabodhim〃daridrak禀presanak穩ak龝caupasth窕ak穗itya〔pa〕rasya〃

〔46〕B

1.〃ntisevan穃ad穰uk穃obhavatisates穃/datta血picanaｧyatiksiprame〔va

pha〕 〃

2.///h(i)dattam/tehapites穃rujubh�uvardhatesovy稘hirantamna(ka)-

d竅kci〕ga〃!

3.〃tastath穗yairnipatantitasyoparip穡akarmamanah//najatusopaｧayati〔1〕o〃

4.///tv瀘amabuddhabodhim//nac瀾isodharmusrnotib瀝obadhiraｧ///

5.〃 〃sahasranekenay〔u〕 … … 〔y〕ok〔a〕lp穗akotyoyathaga血ga〃

6.///mtas・ ・・・・・・・・…rasukar禀kros///

7-8欠

〔47〕A

1./////sa・ ・・・・・・・・・・・…dyatasyaparip�nakalpamprava///

2.〃m〔e〕vacartha血tvalhsandis穃iahus穩iputrahmakhohutva1h〃

3.///yepanditajn穗avantahyeprasthit穹ttamamagrabobhim///
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4.〃prameya血/adhy�'saya'scadrdhuyesucasyatt穃cchr穽a〃

5.///utsrstak窕穰athajivitecates穃idams皦ra///

6.///d灑esut舂cchr舸ayeyuimus皦rabhadrakam//ka///

7.1〃 〔s禔ltraprak龝ayesi〃acchidraｧi 、〃γ'幽

8.///vadesi/////

〔47〕B

1.〃 §epari§ayamadhyeasa血gaprapto〃 γ

2.///vamparimargam穗ahda'sodiｧ窕opi///

3.〃th穗acadh穩ayenyatahsamsr穽ayetamvara〔s{i〕 〃

4.〃labadhv稍am皞dhenihadharayita〃anye§ustitre§ 〔u〕 〃

5.〃rayedide血 〃p皞nampikalpa血ahus穩iputravade〃

6.〃 〔pa〕Inyaparivartonamatrtiyah〃 ◎ 〃athakhalv窕usm穗s〔u〕 〃

7.///sm穃ｧcamah穃audgaly窕ana/idamevamr皂ama'srutap皞vandh///

&〃!mbodhau・ ㌦bhutapr穡t稷iaudvilyaprapta〃

SerialNo.45:(37a)-2867(39a)3(… … 欠 落 部 分)

(37a).................................(37b)..................(38a)..................scak窕e/vicarcik�

•k46•lA•E3-8•k46•lB•E1-6

kandutathaivap穃稾usthakil龝a・ ・・・・・・・・…bhr'samcabhotitiry穗ayonisucasosad�

ノ
ramisacedshamS竅E ・・・・・・・・・・・…sakyaj穗itum//sampasyam穗ahidameva

_c穩thamtv窗n
C47JA•E1..

sais穃iaharia・ ・・・・・・・・・・・…hu'srut�'scasmrtimantayepanditajn穗avantahyeprastit�

〔47〕A・2

uttamamagraprameya血adhy窕a'scadrdhuye§ucasy穰血t筴ravaye・tva血

C47)A・3C47)A・4

param穩thame1(38b)mida血s耐rubhanesamaksam〃any�yasamkalpa
〔47〕A・5

sagaurav龝cayesalhcanisevam穗穗p穡穃sah窕穗parivarjayeta血/
　 　 　

C47)A・6

y穗idrs穗pa'syasi(b)u・ ・・・・・・・・・・・・・・…sthit穗pa'syesiy穗idr'sabuddhaputr穗tes稟ratah
C47)A・?

s皦ramidamvade・ ・・・・・・・・・・・…tasyasantiketes稟rat禀s皦ramidaxnvadesi//yoharmu

bh竅脇tpari、'darsayesi〃m皞dh穗jali血ya'scakarotibadhv龝arvajnabh穽am

C47)B・1

pari・ ・… 〔r〕o〔ca〕血 〔t〕i〔c〕id〔any〕e〔pi〕 〔gath〕穃・
C47)B・2

〔dh〕穩aye(39a)〔t〕rt3yah〃 ◎ 〃athakhalv窕u§m穗subh員ti1ひ
C47)B・3C47JB・4-5C47)B・6

窕u・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・…tv稈hagavatontik穰saxnmukham窕usmatah'一 一sa.....................yam

C-i7)B・7C47)B・8

utth窕龝anebhyoyena

〔例2〕 ・

〔70〕A・L
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1.//fnt(e)v龝in穽稟ananay秣ntov穡aryantov稘hi///

2...〃ｧr穗穃sakyamganan窕ogenaparyantOdhigantUm〔y〕 〃

3.〃evamapram穗astalhc禀arnbhik§avastath稟atarnt穽accira〔pa〕 〃

4.mi/athakhalubhagav竚茎tasy穃velayamim稟穰h竅� 〃

5.///mah穃unimabh皛itatk稷amanuttamojina//yath祺///

6.///hsahasr穗gamiy穗aniksipet//dvitiyamtrtiyam.///

7.///taks3na//yolokadh穰皛ubhavetat龝up穃s皞a///

8,///kotyahparinirvrtasyasugatasyatasya/param///

7

〔70〕A・R

1.///vates穃kalpakotiniyut灣ata

2.〃 〔v〕rtasyaetavatsak稷obh珒evamaci

3.///稘yaｧvov穡arinirvrtamevasamanusmar�

4.///r穃idvipacl穗amuttamam/abhijnajn穗稈hibhu

5.///nubh皦am/param穗umekamcatatogrhitv�

6.〃kt稈havetaiyalokadh穰uhsarva'scasopa血su

7.〃k・1P・g・t・g・teca〃ev穡・am・y稈・hu齟

ﾟ:〃1〔n〕irvrtat穃vin艙akamtacchr穽ak窗ns.t竚�/Sca

SerialNo.45:2906(58b)6-2907(59a)5

vagananay� _paryantodhigantumyesuv穹paniksipt龝teparam穗avoyesuv磴70)A
・L・1

nopaniksipt禀natvevates穃kalpakotqnayutasatasahasr穗竚茎akyamganan窕ogena° 〔70〕A・R・1

paryantamadhigantumy穽antastasyabhagavatomah稈hijn稻n稈hibhostath稟atasya-C
7°)A・L・2

parinirvrtasyaivat穽atsak稷obhudevamacintyaevamapram穗ahtamc禀ambhiksabasC70JA
・R・2

〔t。th稟。 〕t・血tavacci・ap・ ・ini・vrt・m・n・n・t・th稟・t・jn穗・d・ ・,s・n・b・1稘h穗・n・y・th稘y・

,
s。。v穡。,ini,v島A謡 。nu,m。 ・穃i/・ ・h・kh・1ubh・gava血 ・…ya血vel窕穃i(59・)-

C70)A・R・3
m稟穰h秣bh龝ata〃abh珒atitabahukalpakotyahanusmar穃idvipad穗amuttamam/

嬲 轟nabhibhuva血m。h穃unim・bh皛i…k�1・m・nutt・m・jin・h〃y・ ・h穡i・r・aha-

srim。m1。C7°)A・R・4kukascid,aj。 血k。,eyy。p。,am穗ubh皦。mp。,am穗um。C7°)A・L・5kamcatat・grhit・a
〔70〕A・R・5

ksetrasahasra血gamiy穗anik争ipet〃dvitiyamtritiyampicaevanik§ipetsarva血
C70)A・L・6

k§ip・ ・t・ 血cahi…ej・9… 血/・ikt稈havet・iy・ 血1°kadh穰uhsa「vascas°C
ao,p瀘suA・R・6

bhavetaksinoyolokadh穰皛ubhavetat龝u//p穃s皞ajoyasyapram穗un龝ti/rajam
〔70〕A・L・7

karitv穗amaｧesatotyelaksymadadekalpagategateca/ev穡ramey稈ahukalpakotyah,_.C70)A
・R・?
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parinirvrtasyasugatasyatasya/param穗avahsarvinabhontilaks禀t穽adbah瑢sYna
C70)A・L・8

bhavantikalp�1}tavacciralhnirvrta血ta血vinayaka血 〃t穃ｧr穽ak窗nstamsca

〔70〕A・R・8

(25-?-82)

《追 記 》

本 報 告 論 文 を脱 稿 し,筆 者 も既 に 出版 の 準 備 を進 め て い たが,そ の途 中 に下 記 の 出版 物 が 刊

行 され た。 そ の点 を ここ で断 わ って お く。

"ANewFragment
aryGilgitManuscriptoftheSaddharmapundarikas皦ra"Oskarvon

Hin�er,TheReiyukai,Tokyo,1982.

尚,こ の 出版 物 に対 す る書 評 は機 会 が あ れ ば そ こで論 じる と して,こ こ では,校 正 の 段 階 で

もあ り,顕 著 な 問題 点 の み を指 摘 す る に止 め る。

〔45〕A～ 〔74〕Bす べ ては8行 よ りな る写 本 で あ るが,そ の 中,〔45〕A,〔46〕Aは 上2行 が

欠 損 し・ 〔48〕A,〔49〕A,〔50〕Aは 上1行 が 欠損 した写 本 で あ る 。 この 書 は 写真 版 を左 に,

そ の ロー マ字 化 を右 頁 に とい った体 裁 で構 成 され て い るが,Hin�er氏 は そ の 冒 一マ 字 化 に際

して上 部 欠 損 の 写 本 の 行数 を表 示 す る時,例 えば,〔45〕Aの 如 く,1,2行 目が 欠損 して い る場

合,写 本 の3行 目 を1行 目 と表 示 してお り,欠 損 部 分 の行 を無 視 して い るか の よ うに思 え る 。

こ こはや は り1,2行 目はIostと して 写 本 に基 づ いた 行 数 を表 示 しな け れ ば な らな い
。 この

誤 りは,上 記 の 写 本 す べ て に お い て見 受 け られ,訂 正 され るべ き点 で あ ろ う。

※ 本拙稿は仏教大学学会特別研究助成金による研究成果の一部である。
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